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非認知的能力（社会情動的スキル）をど
う捉えるか？

「非認知的能力の定義、およびそれをどのような構成要素で捉えるかは必ずしも自明
ではない。たとえば、OECD（2018）は、非認知的能力のうち、特に、社会経済的成
功に関わり、測定可能性と成長可能性を持つものを、社会情動的スキルと規定し、目
標の達成（忍耐力、自己抑制、目標への情熱）、他者との協働（社交性、敬意、思い
やり）、情動の制御（自尊心、楽観性、自信）の三つのカテゴリーで捉えている。だ
が、非認知的なものとは、文字通り、知識や思考やIQなどの認知的能力以外のものを
意味し、情意（情動と意思）や社会的能力（コミュニケーションや協働やリーダー
シップなど）に関わり、活動主体と対象世界（自然や社会や文化）との相互作用より
も、主体間の相互作用（他者との対話）や、主体の内部での自己内対話に関わるもの
と大きくは整理することができる。たとえば、「自分をコントロールする力」は、自
己内対話を軸にした意志的なものと言える。そして、効率的に訓練可能なもの、正確
に言えば訓練の効果を実証しやすいスキルに議論の視野が限定されがちな状況の下で、
コミュニケーション能力や協働のように、社会関係に規定される側面が強い要素より
も、意志や情動といった、個人の努力や生理的機能への介入によって変化しやすい要
素が注目される傾向が強まっていることが見えてくる。」（石井英真「非認知的能力
の育て方を問う－スキル訓練を超えて―」日本教材文化研究財団『研究紀要』第49号、
2019年、16頁。） 2
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情意の中身 育成方法

入口の情意
真面目さや積極性としての授業態度、興味・関心・
意欲、一般的な学習方略（勉強法的な学び方）
（例：勉強に向かう主体性：努力と忍耐）
motivation/attitude

授業の工夫による喚起の対象、継続
的な訓練と習慣化の対象（学習の基
盤となる資質・能力や前提条件）

出口の情意

知的な試行錯誤や工夫の過程に見られる、教科の見
方・考え方を働かせながら思考しようとする態度、
深く認識した結果生じる視座や価値や行動の変容
（例：教科に向かう主体性：熟慮と批判性、やりた
いことの拡大、さらなる追究心）belief/disposition

教科の意識的・系統的な指導によっ
て、内容を伴って伸長させていく対
象（教科の目標：ねらい）

問題解決を成功に導く思考の習慣、キャリアイメー
ジの拡大・深化、市民としての社会的責任の意識・
倫理・価値観など、人間的な成長・成熟に関わる価
値や行動の変容、思想（軸）の形成（例：人生・世
の中に向かう主体性：志やしぶとさ、社会性を伴っ
たなりたい自分の拡大） value/agency

学校生活のあらゆる場面で追求し続
け、文化化によってじわじわと個人
の中に育まれ根付いていくヴィジョ
ン（学校教育目標：ねがい）

表．学びに向かう力・人間性等の育成場面のカリキュラム全体での構造化（出典：石井英真『未来の学校
―ポスト・コロナの公教育のリデザイン』日本標準、2020年に修正を加えた。）

※観点別評価（目標に準拠した分析評定）の対象となりうるのは、教科に即した「出口の情意」であり、パフォーマンス課題等の問いと答えの間
の長い評価課題により、「思考・判断・表現」とセットで評価することが有効。しかし、そもそも目標に掲げて形成的評価は行っても評定すべき
ではないという性格もあるため、観点としての位置づけについては検討が必要。
※マクロな学校経営については、価値追求的に、ミクロな単元・授業改善については、目標達成的に考える。学校教育目標としてのヴィジョン
（ねがい）は学校の構成員を結びつけてつながりや文化を創出することに、教科目標や観点別評価の観点（ねらい）は学習成果を保障することに
つなげるものである。 4



表.「主体性」のタキソノミー（学びへの関与と所有権の拡大のグラデーション）
（出典：石井英真『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』図書文化、2023年）

自治（変革人：エージェンシー） 社会関係を創りかえる

対象世界を創りかえる

人間的成熟（なりたい自分：アイデンティティ） 軸（思想）の形成

視座の高まり

自律（探究人：こだわり） 自分事の問いの深化

問いの生成

学び超え（生涯学習者・独立的学習者） 思考の習慣（知的性向）

関心の広がり

学習態度（自己調整学習者・知的な初心者） 方略的工夫

試行錯誤
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「見方・考え方」をどう捉えるか①

• 「見方・考え方」とは、各教科に固有の現実（問題）把握の枠組み（眼
鏡となる原理：見方）と対象世界（自然や社会やテキストなど）との対
話の様式（学び方や問題解決の方法論：考え方）と捉えられる。

c.f. 学問・教科の本質の内容的側面としての「実体的構造 (substantive structure)」と方法的
側面としての「構文的構造 (syntactical structure)」（シュワブ (J. J. Schwab)）。一般的な教
育用語として「ビッグ・アイデア」や「ビッグ・スキル」といった言葉で語られるようになる。

• 学習指導要領において、「見方・考え方」は、質の高い学びの過程を生
み出す手段でありかつその結果でもあるとされている。

→「見方・考え方であるもの」なのか、「見方・考え方になるもの」
なのかという問い（「見方・考え方」の二側面）。

c.f. ウィギンズ理論にも二側面が読み取れる（永続的理解の定義において、「生徒が『内面化』し細かい知識の大部
分を忘れてしまった後も残ってほしいと教師が願う重大な観念（big idea）、すなわち重要な理解」とあり、客体的
に規定することと、その学ばれ方として規定することが入り混じっている。）
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「見方・考え方」をどう捉えるか②

• 「見方・考え方」は、学習活動のプロセスが本質を外していないか、深まりにつ
ながるどうかを判断する手がかりと考えることができる。「見方・考え方」は、
どの活動を子どもに委ねるか、深まりにつながっているかを判断するポイントと
して、また、そのプロセスが自ずと生起する必然性のある課題を設計する留意点
として捉えられ、その意味で質の高い学びの過程を生み出す手段である。

• 「見方・考え方」が質の高い学びの過程の結果であるという点をふまえれば、知
識や概念が「見方」として学ばれ、スキルや態度がその人のものの「考え方」や
思考の習慣となる（たとえば、科学的精神の涵養のように、各教科の「本質的な
問い」を問うことが習慣化・態度化する）ような、生き方にまで響く教科の学び
が追求されうる。そうして、まさにその教科を学ぶ意義に関する問いが浮かび上
がってくる。



図１．学力・学習の質的レベルと「知の構造」（出典：石井英真
『授業づくりの深め方』ミネルヴァ書房、２０２０年。）
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KDBモデルによる資質・能力の三つの柱のバージョンアップ
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学びの基盤となる態度

学びの先に
社会・世界に向かう態度

学びに向かう力

学びを生かす思考

学びに向かう思考

知識の習得

熟考・評価

解釈

情報の取り出し

エージェンシー（知性・熟慮を伴った自律性）

図．歴史の針を30年前に戻さず、発展的に進めるために

PISAリテラシー

1989年改訂学習指導要領における
「新しい学力観」の氷山モデル

OECD EDUCATION2030の
ラーニングコンパス

OECDのキー・コンピテンシー、1998年改訂学習指
導要領以来の「生きる力」

※学習の基盤となる資質・能力は一部「領域」化もされるが、「機
能」として、日常的な授業や学級経営等に埋め込まれるものだろう。

（出典：石井英真『教育「変革」の時代の羅針盤』教育出版、2024年）
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